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The immature stages of Telicota ancilla horisha 
EvANs in Formosa 


BAW-SING CHANG 


ホリ シャ アカ セセリ Telicota ancilla horisha EVANS と ネッ タイ アカ セセリ TT. colon stinga EvANs の 2 
種 は 従来 長らく 混同 され , タイ ワン アカ セセリ の 和 名 で 呼ば れ て いた が , 九州 大 学 教授 白水 隆博 士 は その 著 「 原 

台湾 蝶 類 大 図鑑 」 で 贅 の 商 絞 , 交尾 器 の 形態 な ど で と れ ら 2 種 を 図説 し , それ ぞ れ の 和 名 を 与え られ た . 筆者 
は 1972 年 4 月 16 日 に 台湾 省 桃園 県 復興 卿 巴 稼 で ホリ シャ アカ セセリ の 産卵 を 目撃 し , 採卵 飼育 し て 成虫 まで な し 
えた の で その 概略 を と と (と まとめ た い . 

1 . 産卵 行動 と 卵 

本 種 の 母 蝶 は 一 般 の セセリ チョ ウ 科 見 られ る 産卵 前 の 行動 と 同様 に 食 草 の 附近 を 小 き ざ み 飛び 産卵 位置 を 選 
択 する . 産卵 が 観察 きれ た の は 11 時 30 分 で , 太陽 の 照り つけ る 開 魂 直後 の 広い 傾斜 面 に た ポツポツ と 生え 出 た 若い 
桂 竹 (タイ ワン マダ ケ , ケイ チク ) Phyllostachys makinoi が 産卵 に えら ば れ た . 母 蝶 は 葉 緑 に 止ま り 葉 裏 へ 腹部 
を 深く 曲げ て 産卵 する . 産卵 数 は 1 回 に 1 卵 ず つ . 産卵 後 は た だ ち に 飛び 去り 次 の 産卵 位置 を 求め る . 産卵 位置 は 
葉 緑 に 近い 葉 裏 . 卵 径 1.1 mm, 高き 1.1 mm, で 葉 面 と の 接着 部 を 除い て 完全 な 球形 , 白色 不透明 で 上 能 化 が 近 づ 
くま で は ほとん ど 変 化 が み ら れ な い . 

2. 幼 虫 

用 化し た 幼虫 は 卵殻 の ほとん ど を 食べ つく し た の ち 葉 表 に まわ り , 葉 の 先端 より 約 1 cm の 葉 縁 を 食い 始め 
る . と の 深き 3 て 4mm 程度 の 喧 み 傷 は , 自然 に 葉 の 巻き 込み を 超 し 人造 巣 を 容易 こす る ・. 幼虫 は 筒 の 中 に ひそ み 数 
カ所 を 吐 糸 で つづ り , 摂 食 時 に は その 人 筒 より 出 て その 葉 を 食べ る . 摂 食 が 終る と , 幼虫 は 常に 筒 に と じ と も る . 
令 が すす む に つ れ , 体 の 大 きき に あっ た 人 筒 を 作り 摂 食 範囲 も 広く な る が , 概して 新芽 は 食べ な い . 終 令 幼虫 は し ば 
し ば 2 て 3 枚 の 葉 綴 り 合 わせ て 巣 を 作る と と が ある が , これ は 
選ば れ た 食 草 の 葉 面積 に 密接 な 関係 が あり , 葉 面積 の 大 きい 竹 類 
で あれ ば 1 枚 の 葉 で 充分 に ゆとり の ある 上 巣 を 作る . 飼育 の 際 に 与 
えた 各種 の 竹 の 葉 で それ ぞ れ 良好 な 発育 を 見 せ , 造 巣 作業 に も 1 
枚 の も の 2 枚 の も の 3 枚 の も の と 多様 性 を 見 せ た が , すべ て 葉 面 
積 に 左右 され て いる 傾向 が 見 られ た ・. 

初 令 幼 虫 の 頭 部 は 光沢 の ある 黒色 で , は ほ ば 完全 な 円 形 , 胴 部 は 
円 筒 状 で 淡 黄 色 . 終 令 幼虫 の 顔 は や や 縦長 の 円 形 , 頭頂 部 の 凹み 
は 深く な い . 地 色 は や や 村 色 を 帯び た 淡 緑 色 で , 中 縫 線 epicra- 
nial stem の 左右 , 副 前 頭 縦 線 adfrontal suture の 外側 に 位置 
し た 逆 Y 字 形 の 黒褐色 斑紋 が ある . 単眼 部 は 黒褐色 , 前 頭 縫 線 と 
前 頭 頭 橋 板 中 央 , すなわち 中 縫 線 を 延長 し た 位置 に 細い 黒褐色 の 
線 が ある . 胴 部 は 前 後に や や 細 ま る 円 筒 形 で 腹部 は 局 平 , 各 体 節 
名著 な 横 じ わが ある ・ 体 色 は 決 緑 色 で 背 線 理 線 気 門 上 線 
K 青 緑色 の 縦 条 が 巾 広く み と め られ る . &. Lt. elicota ancilla horisha EVANS 


ホリ シャ アカ セセリ 史 
( 左 : 腹面 , 右 : 側面 ) 
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3. 映 化 と 羽化 


を 令 幼 虫 は 巣 和 側 の 中 で 頭 部 を 葉 の 失 端 に 向け て 遇 化 する . 映 帯 , 懸垂 器 を 固定 する 吐 糸 は 細く 弱く , 映 の 周辺 に 多 


量 の 日 色 具 状 粉 塊 を 散布 し 羽化 を 待つ . 羽化 後 の 成虫 は 葉 
(Fig. 1). 


4. 後 記 


の 身 端 より 腕 出 する . 虹 は 茶 窟 色 . 体長 約 23 mm 


飼育 に 除 し て ホウ ライ チク Bambusa multiplex,。 リョ クチ ク Bambusa Oldhami な ど を 与え た が , いずれ も る 良 
好 な 成長 を 見 せ て いる の で , 他 の 竹 類 も 自然 状態 で 食 草 と し て 選ば れる も の と 思う ・ 


末 文 な が ら , 日 頃 か ら 御 指導 を 仰ぎ 原稿 の 校 開 の 労 あ も わ ず 


ら わ し た 九州 大 学 教授 白水 隆博 士 に 深 席 し た い . 
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愛媛 県 下 に お ける キリ シマ 


ドリ シジミ の 新しい 産地 


竹 東 Na 
高知 市 福井 町 212 の 3 
海 地 節 雄 


高知 市 旭 町 3-29 


愛媛 県 面河 渓谷 で キリ シマ ミド リ シ ジ ミ Chrysozephyrus 
ataxus kirishimaensis OKAJIMA の 卵 を 採集 し た の で 新 し 
い 産 地 と し て 報告 する . 分 布 等 に つい て 御 教 いた だ いた 上 自 
水 隆博 士 お よび 有田 和 充 氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . 

採集 地 : 愛媛 県 上 浮 穴 郡 面河 村 面 河 渓 谷 , 標高 750 m, 2. 
iv. 1972, 6 卵 , 竹 束 正 お よび 海 地 節 雄 採 集 . 

面河 渓谷 に は 食 樹 の アカ ガ シ Quxercus acuta THUNB. は 
少な く , また , 大 木 が 空 高く 茂り あっ て いる の で , 成虫 も 卵 
る 発見 する の が 困難 な 環境 で ある . 季節 外れ の 3 月 の 風 が 吹 
いた あと 筆者 ら は 4 月 2 日 に 同 地 へ 行っ た お り に , 大 人 の 腕 
より も 太い 一 本 の アカ が ガ シ の 枝 が 道路 脇 に 落ち て いる の を 見 
つけ , その 枝 の 休眠 芽 の 基部 か ら 本 種 の 卵 を 見 い 出す と と が 
で きた . と の 卵 か ら は , 飼育 に よっ て 青 藍 斑 が 比較 的 広く , 
樽 散 は 痕跡 を 残す 程度 の AB 型 の 1 (Fig. 1) の ほか 2 
@⑦ を 5 月 下旬 か ら 6 月 上 旬 に 羽化 させ る と と が で きた . 





Chrysozephyrus ataxus kirishi- 
maensis OKAJIMA や 


(愛媛 県 河 渓谷 産 , 卵 よ り 飼 育 う . 


Fig. 1. 
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